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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軒先と棟にそれぞれ設けた通気口を屋根材下に形成した屋根下通気路で繋ぐ屋根下通気
工法を用いた省エネルギー建物において、
　棟付近にて、前記屋根下通気路と最上階に天井がある場合の小屋裏あるいは最上階が勾
配天井の場合の室内空間を繋ぎ、軒先から流入した空気を前記小屋裏あるいは室内空間に
導入することを可能とする空気流路と、前記小屋裏あるいは室内空間からの空気を前記棟
通気口より排出することを可能とする空気流路を切替可能とする棟付近通気路切替装置と
、
　断熱性および気密性を高めた建物の内部に設置し、前記棟付近通気路切替装置直下の建
物内部空間の最頂部付近と、基礎断熱工法の場合では床下空間、床下断熱工法の場合では
床材と床材の下部に設置した断熱材の間に形成された空間とを繋ぎ、上下端をそれぞれ該
空間の最頂部付近および床下空間もしくは床材と床材の下部に設置した断熱材の間に形成
された空間に開放した筒状の空気流通筒と、前記空気流通筒内を上から下方向および下か
ら上方向への空気の流れを選択的に形成可能な送風手段と、最上部に近い位置において前
記空気流通筒の内部を上下方向に仕切って空気の流れを調節・遮断する頂部開閉弁と、前
記頂部開閉弁の下部に設けられ、前記空気流通筒の内外を開閉可能に繋ぐ室内通気口と、
を有する空気流通装置と、のうち、少なくとも前記棟付近通気切替装置を設置した省エネ
ルギー建物であって、
　床下断熱工法を採用し、基礎部分を除く外周垂直面、最上階の天井面もしくは屋根下勾
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配面、最下部の階の床下面に施工した断熱材と、柱や梁等の構造材を隠す形で施工されて
いる室内側の外周部の壁材、天井材あるいは勾配天井材および床材との間に形成し互いに
連通させた空間である躯体内通気層を有し、前記空気流通装置を設置しない場合は前記躯
体内通気層を前記棟通気口にまで繋げ、前記空気流通装置を設置した場合には、前記躯体
内通気層の最頂部付近にて該躯体内通気層から前記棟付近通気路切替装置方向への空気の
流路を遮断し、前記躯体内通気層と前記室内空間との間をガラリ等の通気手段を適宜に配
して連結したことを特徴とする省エネルギー建物。
【請求項２】
　軒先と棟にそれぞれ設けた通気口を屋根材下に形成した屋根下通気路で繋ぐ屋根下通気
工法を用いた省エネルギー建物において、
　棟付近にて、前記屋根下通気路と最上階に天井がある場合の小屋裏あるいは最上階が勾
配天井の場合の室内空間を繋ぎ、軒先から流入した空気を前記小屋裏あるいは室内空間に
導入することを可能とする空気流路と、前記小屋裏あるいは室内空間からの空気を前記棟
通気口より排出することを可能とする空気流路を切替可能とする棟付近通気路切替装置と
、
　断熱性および気密性を高めた建物の内部に設置し、前記棟付近通気路切替装置直下の建
物内部空間の最頂部付近と、基礎断熱工法の場合では床下空間、床下断熱工法の場合では
床材と床材の下部に設置した断熱材の間に形成された空間とを繋ぎ、上下端をそれぞれ該
空間の最頂部付近および床下空間もしくは床材と床材の下部に設置した断熱材の間に形成
された空間に開放した筒状の空気流通筒と、前記空気流通筒内を上から下方向および下か
ら上方向への空気の流れを選択的に形成可能な送風手段と、最上部に近い位置において前
記空気流通筒の内部を上下方向に仕切って空気の流れを調節・遮断する頂部開閉弁と、前
記頂部開閉弁の下部に設けられ、前記空気流通筒の内外を開閉可能に繋ぐ室内通気口と、
を有する空気流通装置と、のうち、少なくとも前記棟付近通気切替装置を設置した省エネ
ルギー建物であって、
　基礎断熱工法を採用し、基礎立上がり部分を含む外周垂直面、最上階の天井面もしくは
屋根下勾配面に施工した断熱材と、前記小屋裏あるいは室内空間側の壁材、天井材あるい
は勾配天井材との間に形成し互いに連通させた空間である躯体内通気層を有し、前記空気
流通装置を設置しない場合は前記躯体内通気層を前記棟通気口にまで繋げ、前記空気流通
装置を設置した場合には、前記躯体内通気層の最頂部付近にて該躯体内通気層から前記棟
付近通気路切替装置方向への空気の流路を遮断し、前記躯体内通気層ならびに床下空間と
前記室内空間との間をガラリ等の通気手段を適宜に配して連結したことを特徴とする省エ
ネルギー建物。
【請求項３】
　請求項１または２に示した建物のうち、前記空気流通装置を設置していて該空気流通装
置の空気流通筒の上端を前記屋根下通気路から小屋裏もしくは室内空間へ空気を導く通気
路へ直結させたことを特徴とする省エネルギー建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、棟付近に取り付けられた棟付近通気路切替装置とシンプルな換気装置を巧み
に組み合わせることで、建物内部に空気の循環をつくり通気性を高めることで、建物内部
の温熱環境を均一に保ち、結露を防止し、木造住宅の超寿命化を図ると同時に、自然エネ
ルギーを効率的に利用し、冷暖房にできるだけ頼らなくても済む省エネルギー建物に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　省エネルギーを推進するために、建物を気密化・断熱化させ、冷暖房の効率を高める建
築工法が近年盛んに提案されている。
【０００３】
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　気密性・断熱性を高めた建物を建築するにあたり完全には避けることのできない断熱の
途切れは熱橋となり、この部分において、躯体内および室内において結露が生じ、木材の
腐朽と建物の劣化を促進することが指摘されている。
【０００４】
　そこで、この問題を解決するために、建物躯体内を通気させる工法が種々提案されてい
る。
【０００５】
　一方、より積極的な省エネルギー化の方法として、建物に照射される太陽エネルギーを
利用したパッシブソーラーシステム、あるいは、さらにこれを押し進めたアクティブソー
ラーシステムと上述の通気構造を組み合わせた建物が建築されている。
【０００６】
　ところで、上述したいずれの構造にあっても、夏における床下の冷気あるいは冬におけ
る建物に降り注ぐ太陽熱の利用が不十分であったり、あるいは冬季のみにしか利用できな
い大掛かりな集熱装置やダクトを利用したシステムが必要であったりするため、非効率的
な部分が多い。以下に例を示して説明する。
【０００７】
　例１として、躯体内の通気性を高め、結露を防止し建物の耐久性を高めようとする方法
の一つに、屋根材および外壁材と断熱材の間に通気層（外通気層）を設けると共に、断熱
材と内壁材の間にも通気層（内通気層）を設け、建物の基礎部分と小屋裏に外気と内通気
層をつなぐ開閉可能なダンパーを設けた外断熱二重通気工法（特許文献１）が知られてい
る。
【０００８】
　例２として、冬の太陽エネルギーを積極的に室内に取り入れる方法の一つとして屋根に
設置した特殊集熱装置で集めた熱を機械的な手段を用いてダクトを通して床下に導く工法
がある（特許文献２、３）。
【０００９】
　例３として、躯体内の通気性を高め、結露を防止し建物の耐久性を高めさらに太陽熱も
利用するパッシブソーラー工法の一つに、エアサイクル工法がある。この工法は、屋根材
および外壁材と断熱材の間に設けた通気層（外通気層）と断熱材と内壁材の間に設けた通
気層（内通気層）を設け、上昇気流のみ通す特殊な通気孔あるいは一定の温度で開閉する
特殊な通気孔を断熱材に埋め込み、外通気層と内通気層を連絡することで、冬季において
太陽熱により暖められた建物南面の空気を内気通気層に取り込み、さらには対流により建
物南面の暖かい空気を北面の内通気層を通して床下に導き、建物全体を暖めようとするも
のである。なお、基礎部分には、床下に導入された暖かい空気を逃がさない工夫として、
内側に向けてのみ開口する特殊な通気路が設けられている。
【００１０】
　例４として、躯体内の通気性を高め、結露を防止し建物の耐久性を高めさらに太陽熱も
利用するパッシブソーラー工法の一つに、屋根材および外壁材と断熱材の間に設けた通気
層（外通気層）と断熱材と内壁材の間に設けた通気層（内通気層）を設け、さらに建物の
棟部分に設けた集熱ボックスにより、冬季は建物南面に照射された熱を内通気層に導入し
、夏季には外通気層ならびに内通気層から棟排気路を通して熱を排出する工法がある（特
許文献４）。
【特許文献１】特公平６－３５７３１号公報
【特許文献２】特開昭６３－１６５６３３号公報
【特許文献３】特開昭６４－７５８５２号公報
【特許文献４】特許第２９３４１５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上述の例１に示す外断熱二重通気工法は、夏に床下の冷たい空気を利用しようとしてい
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る点で優れているが、床下ダンパーの位置が内通気層に近いため、基礎立ち上がり内部の
地面或いはべた基礎直上にある床下における最も冷たい空気と外気が混合されないまま内
気通気層に導入されている可能性がある。あるいは、自然界においては、冷たい空気は降
下する性質があるため、床下の冷たい空気が内通気層を通じで建物の上部に持ち上げられ
ることは無いものと考えられる。また冬においては、建物の断熱性能に基づく暖房に関す
る消費エネルギーは節約可能であるが、建物に降り注ぐ太陽熱を室内に導入し利用するこ
とができない。したがって本工法は、躯体内の通気工法としては意味があるが、地熱・太
陽熱の効率的利用には至っていない。
【００１２】
　上述の例２に示す方法は、特別な集熱器の設置と大掛かりなダクト等の必要性であり高
価である。また夏季においては太陽熱を室内に導入するわけには行かないので、換気シス
テムとしても作用する大掛かりな通気システムを働かせることができない。このため、住
宅を気密・断熱化することが難しい。さらには、夏季における床下冷気の利用ができない
。
【００１３】
　上述の例３に示す方法では、夏に建物の軒近くにおいて熱い外気を断熱材の内側に取り
入れてしまう欠点が有る。また、断熱面にいくつも設けた通気孔により、気密性がとりづ
らい（計画換気を行いづらい）。さらに、冬においても、建物南面の上昇気流と風だけで
は建物北面の下降気流は弱く、暖かい空気は上昇すると言う自然の摂理に反しているため
、建物南面で暖められた空気を建物北面を通して床下基礎内部に効率的に送ることができ
ない。
【００１４】
　上述の例４に示す工法では、冬季においてせっかく内通気層に導入された暖気を室内に
導く方法が考慮されていないため、暖気は建物の上部に留まり、下部に位置する室内を暖
めることはない。また本工法においては、床下に断熱材を設置する床断熱工法であるため
、夏季において基礎立ち上がり部分の内部に貯えられた冷気を積極的に利用することがで
きない。
【００１５】
　すなわち、上述の従来の通気工法では、「暖かい空気は上昇し、冷たい空気は下降する
という自然の原理」に反する空気の流れが、基礎部分や小屋裏などに空気出入口を取り付
けるのみで起こるとするなどの理論的ではない場合が殆どであり、夏における床下の冷気
あるいは冬における建物に降り注ぐ太陽熱の利用が不十分か全く利用されていないものが
多く、また冬季のみにしか利用できない大掛かりな集熱装置やダクトを利用したシステム
が必要であったりして非効率的な部分が多い。
【００１６】
　本出願に係る発明は、上述の従来の通気工法に見られる欠点を改善し、建物内部（断熱
材と内壁材の間に内通気路が形成される場合は、これらの躯体内通気空間と室内空間を含
む）に、単純で安価な換気装置を組み合わせることで、冬季においては建物に照射される
太陽エネルギーや地熱を、夏季においては、地熱や放射冷却などの冷たいエネルギーに基
づく外気より冷たい空気を最大限に室内に取り入れる空気の循環を形成することで、結露
を防止し、木造住宅の長寿命化を図ると同時に、冷暖房にできるだけ頼らなくても済む省
エネルギー建物を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の目的を実現する省エネルギー建物の第１の構成は、請求項１に記載したように
、軒先と棟にそれぞれ設けた通気口を屋根材下に形成した屋根下通気路で繋ぐ屋根下通気
工法を用いた省エネルギー建物において、棟付近にて、前記屋根下通気路と最上階に天井
がある場合の小屋裏あるいは最上階が勾配天井の場合の室内空間を繋ぎ、軒先から流入し
た空気を前記小屋裏あるいは室内空間に導入することを可能とする空気流路と、前記小屋
裏あるいは室内空間からの空気を前記棟通気口より排出することを可能とする空気流路を
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切替可能とする棟付近通気路切替装置と、断熱性および気密性を高めた建物の内部に設置
し、前記棟付近通気路切替装置直下の建物内部空間の最頂部付近と、基礎断熱工法の場合
では床下空間、床下断熱工法の場合では床材と床材の下部に設置した断熱材の間に形成さ
れた空間とを繋ぎ、上下端をそれぞれ該空間の最頂部付近および床下空間もしくは床材と
床材の下部に設置した断熱材の間に形成された空間に開放した筒状の空気流通筒と、前記
空気流通筒内を上から下方向および下から上方向への空気の流れを選択的に形成可能な送
風手段と、最上部に近い位置において前記空気流通筒の内部を上下方向に仕切って空気の
流れを調節・遮断する頂部開閉弁と、前記頂部開閉弁の下部に設けられ、前記空気流通筒
の内外を開閉可能に繋ぐ室内通気口と、を有する空気流通装置と、のうち、少なくとも前
記棟付近通気切替装置を設置した省エネルギー建物であって、床下断熱工法を採用し、基
礎部分を除く外周垂直面、最上階の天井面もしくは屋根下勾配面、最下部の階の床下面に
施工した断熱材と、柱や梁等の構造材を隠す形で施工されている室内側の外周部の壁材、
天井材あるいは勾配天井材および床材との間に形成し互いに連通させた空間である躯体内
通気層を有し、前記空気流通装置を設置しない場合は前記躯体内通気層を前記棟通気口に
まで繋げ、前記空気流通装置を設置した場合には、前記躯体内通気層の最頂部付近にて該
躯体内通気層から前記棟付近通気路切替装置方向への空気の流路を遮断し、前記躯体内通
気層と前記室内空間との間をガラリ等の通気手段を適宜に配して連結したことを特徴とす
る。
【００１９】
　本発明の目的を実現する省エネルギー建物の第２の構成は、請求項２に記載のように、
軒先と棟にそれぞれ設けた通気口を屋根材下に形成した屋根下通気路で繋ぐ屋根下通気工
法を用いた省エネルギー建物において、棟付近にて、前記屋根下通気路と最上階に天井が
ある場合の小屋裏あるいは最上階が勾配天井の場合の室内空間を繋ぎ、軒先から流入した
空気を前記小屋裏あるいは室内空間に導入することを可能とする空気流路と、前記小屋裏
あるいは室内空間からの空気を前記棟通気口より排出することを可能とする空気流路を切
替可能とする棟付近通気路切替装置と、断熱性および気密性を高めた建物の内部に設置し
、前記棟付近通気路切替装置直下の建物内部空間の最頂部付近と、基礎断熱工法の場合で
は床下空間、床下断熱工法の場合では床材と床材の下部に設置した断熱材の間に形成され
た空間とを繋ぎ、上下端をそれぞれ該空間の最頂部付近および床下空間もしくは床材と床
材の下部に設置した断熱材の間に形成された空間に開放した筒状の空気流通筒と、前記空
気流通筒内を上から下方向および下から上方向への空気の流れを選択的に形成可能な送風
手段と、最上部に近い位置において前記空気流通筒の内部を上下方向に仕切って空気の流
れを調節・遮断する頂部開閉弁と、前記頂部開閉弁の下部に設けられ、前記空気流通筒の
内外を開閉可能に繋ぐ室内通気口と、を有する空気流通装置と、のうち、少なくとも前記
棟付近通気切替装置を設置した省エネルギー建物であって、基礎断熱工法を採用し、基礎
立上がり部分を含む外周垂直面、最上階の天井面もしくは屋根下勾配面に施工した断熱材
と、前記小屋裏あるいは室内空間側の壁材、天井材あるいは勾配天井材との間に形成し互
いに連通させた空間である躯体内通気層を有し、前記空気流通装置を設置しない場合は前
記躯体内通気層を前記棟通気口にまで繋げ、前記空気流通装置を設置した場合には、前記
躯体内通気層の最頂部付近にて該躯体内通気層から前記棟付近通気路切替装置方向への空
気の流路を遮断し、前記躯体内通気層ならびに床下空間と前記室内空間との間をガラリ等
の通気手段を適宜に配して連結したことを特徴とする。
【００２２】
本発明の目的を実現する省エネルギー建物の第３の構成は、請求項３に記載のように、上
記第１または２の構成で示した建物のうち、前記空気流通装置を設置していて該空気流通
装置の空気流通筒の上端を前記屋根下通気路から小屋裏もしくは室内空間へ空気を導く通
気路へ直結させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
請求項１、２に係る発明によれば、棟付近通気路切替装置に付随する切替弁を閉じること
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により冬の日射しのある日中において屋根に降り注ぐ太陽エネルギーよって暖められた屋
根下通気層内の空気を室内に取込むための空気流路を確保する効果、および、装置に付随
する切替弁を開くことにより夏の日中に建物内部の頂部に集まる熱気を効率的に排出する
ための空気流路を確保する効果、ならびに、夏の夜に屋根からの放射冷却により冷やされ
ることで形成される屋根下通気層の冷気を室内に取込むための空気流路を確保する効果が
ある。この場合、切替弁は、開閉のどちらか高率のよい状態とする。
【００２４】
　また、空気流通装置を設置し、これに僅かなエネルギーを投入することで、「暖かい空
気は上昇し冷たい空気は下降するという自然の原理」に逆らう形で、上記棟付近通気路切
替装置より流入する「冬の日射によって暖められた屋根下通気層内の暖気」を床下空間も
しくは床材と床材の下部に設置した断熱材の間に形成された空間である躯体内通気層に効
率的に送る効果、夏の日中、床下の冷気を持ち上げ建物内部に効率的に送る効果、および
夏の夜に屋根からの放射冷却により屋根下通気層内に形成された冷気を床下空間もしくは
床下に形成された躯体内通気層に送る効果が得られる。
【００２５】
　そして、請求項１に係る発明によれば、床下断熱工法の建物においては、外周垂直面・
最上階の天井面もしくは屋根下勾配面・最下部の階の床下面に施工した断熱材と室内との
間にそれぞれが柱・梁などの構造材を隠す形で施工された内壁（いわゆる大壁）・天井も
しくは勾配天井・床を設け、これらと断熱材の間にできる空間を互いに連通させた躯体内
通気層を棟付近通気路切替装置にまで繋なげ、ガラリなどを利用して当該躯体内通気層と
室内空間と適度に連結させ、これに例えば室内空間の換気の為に設置される排気ファンを
連動させること、あるいは当該躯体内通気層の最頂部付近にて当該躯体内通気層から前記
棟付近通気路切替装置方向への空気の流路を遮断した上で前記空気流通装置を設置し付随
する送風手段を作動させ、かつガラリなどを利用して当該躯体内通気層と室内空間と適度
に連結させることにより、冬の日射しのある日中において屋根に降り注ぐ太陽エネルギー
よって暖められた屋根下通気層内の空気、および夏の夜に屋根からの放射冷却により冷や
されることで形成される屋根下通気層の冷気を室内に取込むこと、および躯体内通気層を
含めた室内の空気の循環を作り出すこと、を微弱なエネルギーを投入することで効率的に
行うことで、自然エネルギーを効率的に利用する効果、ならびに構造材を長寿命化する効
果がある。
【００２６】
　さらに、請求項２に係る発明に示された基礎断熱工法の建物においては、床下断熱工法
における床と床下断熱材の間に形成される通気層は床下空間に置き換わるが、この方が外
気よりも冬暖かく夏涼しい地熱の影響を受ける床下空間の空気を利用できるため、自然エ
ネルギーの効率的利用上より効果的となる。また夏の日中においては、前記空気流通装置
に付随する頂部遮断弁および室内通気口を各々閉じおよび開きかつ付随する送風装置を上
向きに作動させることにより、地熱により冷却された床下の空気を室内空間に導入するこ
とで、より快適な居住環境を作り出す効果を高めることができる。
【００２９】
　請求項３に係る発明によれば、屋根下通気路と前記空気流通装置を直結するため、日射
のある冬の日中に屋根下通気路に形成された暖気、および晴れた夏の夜に放射冷却により
屋根下通気路に形成された冷気を、小屋裏もしくは室内空間へより効率的に導入すること
が可能となる。
【００３０】
　なお、上記構成の建物においては、外周垂直面において断熱材と外壁材の間に通気層を
設け、軒部分で屋根下通気層と連結させ、軒先通気口の代わりあるいは軒先通気層に加え
て外通気層下部に設けた通気口から棟通気口までの通気路を設けた外通気工法の建物と、
当該外通気層を設けない建物があるが、当該外通気層を設けた建物においては、冬の日中
、屋根面に加えて外壁に照射される太陽エネルギーにより暖められる外通気層内の空気を
室内に取込むこと可能となること、および夏季において外壁垂直面に照射される太陽熱を
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当該通気層により遮る効果があることから、対応する外通気層を設けない建物よりも自然
エネルギーの効率的利用が可能となる。
【００３１】
　以上のように、本発明によれば、最低限の動力換気装置を躯体内を含む建物内部の空気
の循環と連動させる形で用いることにより、自然エネルギーを利用する上で重要な「暖か
い空気は上昇し冷たい空気は下降するという自然の原理」に逆らった空気の流れをごく微
弱なエネルギーを投入することで作り出し、投入したエネルギー以上の冷暖房効果をあげ
ようとするものである。同時に本発明は、従来のパッシブエアサイクル系の住宅や二重通
気工法の住宅おいて基礎部分や建物の上部などに出入り口を取り付けるのみで起こるとさ
れてきた「暖かい空気は上昇し冷たい空気は下降するという自然の原理」に反する空気の
流れの理論矛盾を解決するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下本発明を図面に示す実施例に基づいて説明する。
【００３３】
　第１実施例
　図１は本発明の第１実施例を示し、図１（ａ）は、棟付近通気路切替装置の軒先と棟を
結ぶ面の垂直断面図、図１（ｂ）は図１（ａ）を軒側から見た図である。図３Ａ，図３Ｂ
は図１の棟付近通気路切替装置を備えた建物の縦断面図を示す。
【００３４】
　本実施例による棟付近通気路切替装置４は、例えば図３に示すように配置される。なお
、いずれの図においても同じ部材には同一の符号を付して重複した説明は省略する。
【００３５】
　図３を参照すると、この建物は、断熱材と内壁材との間に空間である躯体内通気層１３
を形成している。そして、軒先に設けた軒通気口５ｂと、棟に設けた棟通気口５ｃの間を
繋ぐように屋根下通気路をなす屋根下通気層５ａを形成している。この屋根下通気層５ａ
は、屋根下断熱材２bと、屋根材３の下に施工された二層目野地板１ｂの間に形成されて
いる。なお、屋根材３としてはアスファルトルーフィングも含む。
【００３６】
　棟付近通気路切替装置４は、棟通気口５ｃ側において屋根下通気層５ａとの連通を開閉
するが、棟付近通気路切替装置４のスライド弁 ４ａが閉状態であっても屋根下通気層５
ａと躯体内通気層１３における一層目野地板１ａと天井（又は勾配天井）９ｂとの間に形
成された通気層部分（屋根下躯体内通気層１３b）との間は常に連通している。また、屋
根下空気層５ａと常に連通しているこの屋根下躯体内通気層１３bは例えば室内の通気口
である天井面ガラリ１１ｄに臨んでいる。なお、図３中、左右方向を南北方向とすると、
棟付近通気路切替装置４を東西方向に沿って適宜の個数配置している。
【００３７】
　この棟付近通気路切替装置４は、棟に近い部分で一層目野地板１ａと屋根下断熱材２b
の一部を切取り、削除した部分の棟側に軒先側と棟側の屋根下通気層５ａを繋ぐ空気流路
４ｃを確保できる通気口をなす開口部を備えた木材，発泡プラスチックなどの断熱性能が
高い素材で形成されたスライド弁支持枠４ｂを対向配置し、対向配置するスライド弁支持
枠４ｂの間に空気流路４ｃを塞ぐことが可能な平板状のスライド弁４ａを気密性を保持し
て設置した構成としている。
【００３８】
　図１（ｂ）に示すように、屋根下断熱材２ｂと、その上方にある二層目野地板１ｂの間
に形成された屋根下通気層５ａは、二層目垂木６ｂの高さと同じ高さを持ち、対向するス
ライド弁支持枠４ｂの間に密着させて施工したスライド弁４ａを上下にスライドさせるこ
とで、棟付近通気路切替装置４内の流路４ｃを開閉し、屋根下通気層５ａおよび室内から
棟への空気の流れを切り替える。６ａは一層目垂木を示す。
【００３９】
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　なお、本発明の棟付近通気路切替装置はこの構成に限定されるものではなく、屋根下通
気層５ａの軒先側から（躯体内通気層を含む）室内もしくは小屋裏空間への空気の流れと
、（躯体内通気層を含む）室内から棟通気口５ｃへの空気の流れを切替可能な装置であれ
ばこのような形状に限定されるものではなく、例えば屋根下通気層５ａ内に設置した板状
の回転式弁や、適度な厚みを持つ中空の円筒形発泡プラスチック製の円筒の内部に内部の
直径と同じサイズの発泡プラスチック製の円筒を埋め込んだ３方コック式の屋根下通気層
流路切替装置などでも良い。
【００４０】
　上記した構成の本実施例による棟付近通気路切替装置４の使用方法を以下に説明する。
【００４１】
　冬の日中（昼）に太陽エネルギーよって暖められた屋根下通気層５ａ内の暖気、および
夏の夜に屋根からの放射冷却により冷やされることで形成される屋根下通気層５ａの冷気
、を室内に取込みたい場合は、スライド弁４ａを押し上げて流路４ｃを閉じることで、屋
根下通気層５ａと躯体内通気層を含む室内あるいは小屋裏空間の流路を確保する。
【００４２】
　一方、夏の日中（昼）に室内の熱気を排除したい場合は、スライド弁４ａを引き下げて
流路４ｃを開くことで、室内あるいは小屋裏空間からの流路を棟通気口５ｃに接続し、暖
められて上昇力を持った屋根下通気層５ａ内の熱気と共に棟通気口５ｃより排出する。
【００４３】
　第２実施例
　図２は本発明の第２実施例を示す。
【００４４】
　図４Ａ，図４Ｂは図２の縦方向における空気の流通を行う空気流通装置である空気循環
装置７を備えた建物の縦断面図を示す。
【００４５】
　図２において、本実施例による空気循環装置７は、上下両端がそれぞれ開口した筒部材
により構成された空気流通筒をなす空気循環筒７ｂを例えば図４に示すように建物内に縦
方向に配置している。この空気循環筒７ｂは、例えば図４に示す床下空間１５と室内空間
１４および小屋裏空間１６をそれぞれ通り、頂部通気口８ａを貫通し、例えば図１で説明
した棟付近通気路切替装置４に対向する位置まで延びている。
【００４６】
　この空気循環筒７ｂ内の下部には送風ファン７ａを、上部には頂部開閉弁７ｄを設けて
おり、空気循環筒７ｂの側壁面には室内通気口７ｃが形成されている。この室内通気口７
ｃは、室内に臨むように開口されている。
【００４７】
　送風ファン７ａは、建物の内部容積により、毎時内部容積の半分程度の最大送風量を持
ち逆送可能なものとするが、風量調節も可能なものが望ましい。空気循環筒７ｂは、合板
、グラスファイバーなど適度な強度を持つ材質で出来ており、内部に発泡プラスチックな
どの断熱材を持つものが望ましい。室内通気口７ｃは、プラスチック製もしくは金属製の
スライド式あるいは回転式の開閉可能窓あるいはガラリとする。頂部開閉弁７ｄは、例え
ばスライド式あるいは回転式であり、発泡プラスチックもしくは木材などの比較的軽量の
素材が望ましい。
【００４８】
　上記した構成の本実施例による空気循環装置７の使用方法を以下に説明する。
【００４９】
　冬の日中、太陽エネルギーよって暖められた屋根下通気層５ａ内の暖気、および夏の夜
に屋根からの放射冷却により冷やされることで形成される屋根下通気層５ａ内の冷気を取
込みたい場合は、頂部開閉弁７ｄを開き、送風ファン７ａを上から下方向順方向で作動さ
せるものとする。
【００５０】
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　この場合、頂部開閉弁７ｄが開放しているので、屋根下通気層５ａ内の暖気あるいは冷
気が、送風ファン７ａにより空気循環筒７ｂ内を下方に向けて強制的に流され、床と床下
断熱材との間に形成された床下躯体内通気層１３ｃあるいは床下空間１５に送られた後、
外周垂直面躯体内通気層１３a、屋根下躯体内通気層１３ｂや床に設けられたガラリ等を
通して室内に送風される。
【００５１】
　一方、夏の日中、床下の冷気を室内に送りたい時は、頂部開閉弁７ｄを閉じ、室内通気
口７ｃを開放し、送風ファン７ａを逆方向で作動させるものとする。
【００５２】
　この場合、床下の冷気が送風ファン７ａにより空気循環筒７ｂ内を上昇するが、上部の
頂部開閉弁７ｄは閉じているので、室内通気口７ｃを通して室内に冷気が送風される。
【００５３】
　第３実施例
　図３Ａは本発明の第３実施例を示す。
【００５４】
　図３Ａに示す本実施例の建物は、図１に示した棟付近通気路切替装置４を備えると共に
、躯体内通気層１３を備えた床下断熱建物で、（ａ）は冬の昼、（ｂ）は冬の夜、（ｃ）
は夏の昼、（ｄ）は夏の夜での使用方法を示す。なお、図３から図６において、図中、建
物の左側を南、右側を北とする。また、図３～図６において、図中空気の流れを流線で示
し、その方向は矢印の向きとする。
【００５５】
　さらに、図３～図６中の棟付近通気路切替装置４のスライド弁 ４ａ，送風ファン７ａ
，室内通気口７ｃ，頂部開閉弁７ｄ，通気口７ｅ，下部開閉弁７ｆ，頂部通気口８ａ，排
気ファン１０ａ，機械式床下給気ファン１０ｃ，壁面ガラリ１１ａ，床面ガラリ１１ｂ，
床下断熱材面ガラリ１１ｃ，天井面ガラリ１１ｄの開閉、運転状態を、図３から図６の（
ａ）～（ｄ）に対応して下記の表１に示す（一部の装置・部材は後述）。
【００５６】
　表１において、開閉可能な通気口・通気弁・ガラリ等に関しては、開け放した状態をＯ
，閉じた状態をＣ、半開の状態をＭとした。また排気ファン・給気ファン・送風ファンに
関しては、その運転状況および開閉状態は、強く運転した状態をＦ、停止し閉じた状態を
Ｓ、弱く運転した状態をＭとした。
【００５７】
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【表１】
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【００５８】
  本実施例の建物は、布基礎もしくはベタ基礎１２ａの上に構造体１２ｂを組み、その外
側に外周垂直面断熱材２ａ、屋根下断熱材２ｂおよび床下断熱材２ｃを施工している。
【００５９】
　また、構造体１２ｂの室内側には、柱・梁などの構造材を隠す形で施工された内壁（い
わゆる大壁）９ａ，天井もしくは勾配天井９ｂ および床９ｃが設けられ、これら内壁に
より室内空間１４が形成され、さらに、これら内壁と断熱材（外周垂直面断熱材２ａ，屋
根下断熱材２ｂおよび最下部の階の床下面断熱材２ｃからなる）の間に躯体内通気層１３
（外周垂直面躯体内通気層１３a、屋根下躯体内通気層１３bおよび床下躯体内通気層１３
cからなる）を形成している。そして、躯体内通気装置１３は棟付近通気路切替装置４に
まで繋げられている。
【００６０】
　躯体内通気層１３は、壁面ガラリ１１ａ、床面ガラリ１１ｂ、および天井面ガラリ１１
ｄなどを利用して室内空間１４と適度に連結されている。また、室内空間１４と屋外との
間で換気を行うための排気ファン１０ａを適宜に設置している。
【００６１】
　さらに、床下空間１５と屋外との換気を行う床下給気口１０ｂを適宜に設けている。な
お、床下給気口１０ｂには、建物の大きさ・形状・立地条件などにより、排気ファン１０
ａの働きを補助するための機械式床下給気ファン１０ｃを取り付けても良い。機械式床下
給気ファン１０ｃは、開閉可能な構成としている。
【００６２】
　なお、排気ファン１０ａは、個別の部屋ごとに設けても良いし、一台の送風機にダクト
をつないで各部屋の排気を行うタイプでも良い。
【００６３】
　また、本実施例では、床下空間１５と床下躯体内通気層１３ｃを繋ぐ床下断熱材面ガラ
リ１１ｃ、並びに建物頂部において屋根下躯体内通気層１３ｂと室内空間１４および小屋
裏空間１６をそれぞれ繋ぐ頂部通気口８ａ、ならびに屋根下躯体内通気層１３ｂの南側（
図中左側）の最上部に軒方向からの空気は流すが、棟方向からの空気の流入を防止する逆
止弁８ｂを設けているが、頂部通気口８ａは冬の昼には閉じておく。
【００６４】
　なお、図３Ａから後記する図６Ｂの各図においては、外周垂直面において断熱材と外壁
材の間に設けた外通気層がある場合の外壁材、外通気層および外通気層下部の通気口、な
らびに外周垂直面において断熱材と外壁材の間に設けた外通気層がない場合の外壁材は、
図を簡略化するために省略している。
【００６５】
　上記した本実施例の建物における棟付近通気路切替装置４、室内排気ファン１０ａ、頂
部通気口８ａ等の使用方法を図３Ａ（ａ）に示す冬の昼、（ｂ）に示す冬の夜、（ｃ）に
示す夏の昼、（ｄ）に示す夏の夜についてそれぞれ以下に説明する。
【００６６】
　図３Ａ（ａ）に示す冬の昼（日中）において、屋根面に照射される太陽エネルギーを利
用したい場合は、棟付近通気路切替装置４のスライド弁４ａを押し上げて流路４ｃを閉じ
ることで、屋根下通気層５ａから北面の屋根下躯体内通気層１３ｂを通り外周垂直面躯体
内通気層１３ａ・床下躯体内通気層１３ｃなどの躯体内通気層 13、床面ガラリ１１ａ・
壁面ガラリ１１ａ・天井面ガラリ１１ｄを通して室内空間１４および小屋裏空間１６へと
続く流路を確保する。
【００６７】
　そして、室内排気ファン１０ａを作動せることで、室内空間１４内を陰圧とし、屋根下
通気層５ａに形成された暖気を上記で確保された通気経路を通り室内空間１４および小屋
裏空間１６内に取込み、最終的に、排気ファン１０ａより屋外に排出する。この際、躯体
内通気層１３内における空気の流れを確保するために、床下断熱材面ガラリ１１ｃは閉じ
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ておく。なお、床下給気口１０ｂは開放しておいて構わないが、地面からの防湿措置が取
られていて床下空間１５において結露の恐れがない場合には閉じておいた方が地熱の有効
利用が可能である。
【００６８】
　図３Ａ（ｂ）に示す冬の夜において、図３Ａ（ａ）に示す状態と異なるのは、床下断熱
材面ガラリ１１ｃを開放する点で、他の部分の設定は冬の昼の設定のままにしておく。そ
して、室内排気ファン１０ａを作動せることで陰圧となった室内空間１４に対し、開放し
ている床面ガラリ１１ｂと床下断熱材面ガラリ１１ｃを介して床下空間１５から室内への
空気の取込みを確保する。これにより、放射冷却により冷える屋根下通気層５ａからの外
気の取込みを避ける。なお、機械式床下給気ファン１０ｃを備えた建物の場合、これを作
動させることで、室内排気ファン１０ａを補助することもできる。
【００６９】
　図３Ａ（ｃ）に示す夏の日中（昼）において、棟付近通気路切替装置４のスライド弁４
ａを下げて流路４ｃを確保する一方、頂部通気口８ａおよび床下断熱材面ガラリ１１ｃを
開放する。これにより、床下空間１５から躯体内通気層１３および室内空間１４と小屋裏
空間１６を通って棟通気口５ｃに抜ける通気路をそれぞれ形成し、煙突効果による建物内
部の換気を図ることで床下空間１５の冷気を室内空間１４に導入する。
【００７０】
　この際、室内排気ファン１０ａは、煙突効果による床下の冷気を室内に取込むための補
助としてに作動させるが、煙突効果による冷気の取込みが十分な場合は止めてもよい。ま
た機械式床下給気ファン１０ｃを備えた建物の場合、これを作動させることで、換気効果
を高めることが可能である。
【００７１】
　図３Ａ（ｄ）に示す夏の夜において、図３Ａ（ｃ）に示す状態と異なるのは、床下断熱
材面ガラリ１１ｃを基本的には閉じておく点にある。この場合、頂部通気口８ａを開放し
ているので、屋根下通気層５ａは、室内空間１４および小屋裏空間１６に対して開放され
ている。この状態で室内排気ファン１０ａを作動させると、室内空間１４が陰圧になるた
め、放射冷却により冷えた屋根下通気層５ａの空気が室内空間１４に導入されることにな
る。
【００７２】
　この際、床下断熱材面ガラリ１１ｃは基本的には閉じておくが、床下空間１５の温度の
方が屋根下通気層５ａの温度よりも低い場合は、床下断熱材面ガラリ１１ｃを開放してお
いても良い。すなわち、放射冷却により冷えた屋根下通気層５ａの空気をより多く利用す
るか、地熱を利用して冷やした床下の空気をより多く利用するかは、個々の建物の形状・
立地条件による温熱環境に依存するが、本発明の建物では、機械換気の送風量やガラリの
開閉具合を調整することで、最適の条件を得ることができる。
【００７３】
　第４実施例
　図３Ｂは本発明の第４実施例を示す。
【００７４】
　図３Ｂに示す本実施例の建物は、図１に示した棟付近通気路切替装置４を備えると共に
、躯体内通気層１３を備えた基礎断熱建物で、（ａ）は冬の昼、（ｂ）は冬の夜、（ｃ）
は夏の昼、（ｄ）は夏の夜での使用方法を示す。
【００７５】
　図３Ｂに示す本実施例の建物は基礎断熱構造のため、図３Ａに示す床断熱構造の建物と
異なるのは、床下断熱材２ｃおよび床下断熱材面ガラリ１１ｃが無く、外周垂直面断熱材
２ａが布基礎もしくはベタ基礎１２ａの基礎立ち上がり部分にまで達している点にあり、
他の構造は図３Ａに示した床下断熱建物と同じである。なお、棟付近通気路切替装置４は
、冬の時期はスライド弁４ａを閉じた状態、夏の時期はスライド弁４ａを開いた状態に維
持する点は、図３Ａと同様で、図４～図６に示す実施例の場合でも同様である。
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【００７６】
　本実施例の基礎断熱建物は、冬の日中に床下に放出される暖気が外周垂直面断熱材２ａ
で囲まれた基礎コンクリート１２ａに蓄熱され、夜間に放出される利点ならびに、床下空
間１５が外気と遮断されているために床断熱工法の建物よりも冷たい床下空間１５の空気
を夏に利用できる利点がある。
【００７７】
　上記した本実施例の建物における棟付近通気路切替装置４、室内排気ファン１０ａ、頂
部通気口８ａ等の使用方法を図３Ｂ（ａ）に示す冬の昼、（ｂ）に示す冬の夜、（ｃ）に
示す夏の昼、（ｄ）に示す夏の夜についてそれぞれ以下に説明する。
【００７８】
　図３Ｂ（ａ）に示す冬の日中において、屋根面に照射される太陽エネルギーを利用した
い場合は、図３Ａ（ａ）に示す床下断熱建物の冬の日中の設定と基本的に同じだが、無く
なった床下断熱材２ｃおよび床下断熱材面ガラリ１１ｃの代わりに床下給気口１０ｂを閉
じ状態とし、機械式床下給気ファン１０ｃを閉じておき、この部分から床下空間１５内へ
の外気の流入を防ぐ。
【００７９】
　この場合、日射により暖められた屋根下通気層５ａの暖気は、北面の屋根下躯体内通気
層１３bおよび外周垂直面躯体内通気層１３aを通して床下空間１５に導入され、床下の外
気よりも暖かい空気と混合した上で室内空間１４に導入されるため、冷たい冬の外気と混
ざることはない。
【００８０】
　図３Ｂ（ｂ）に示す冬の夜の設定は、図３Ａ（ｂ）に示す床下断熱工法建物の冬の夜の
設定と基本的に同じだが、無くなった床下断熱材２ｃおよび床下断熱材面ガラリ１１ｃの
代わりに、床下給気口１０ｂを開放するか、もしくは機械式床下給気ファン１０ｃを作動
させる。
【００８１】
　これにより、放射冷却の起こる屋根面の下にある屋根下通気層５ａからの空気の取込み
を減らすと共に、外気を一旦床下に導入し、地熱を利用して暖めたものを室内空間に導入
することで、自然エネルギーを有効に利用する。なお、屋根面の下にある屋根下通気層５
ａからの空気の取込みをなくするために、床下から導入する空気の量は、建物の形状によ
っても異なるが、室内排気ファン１０ａの排気量と見合うだけの給気を機械式床下給気フ
ァン１０ｃで給気すれば、理論的には屋根面の下の屋根下通気層５ａからの冷気の取込は
無くなる。
【００８２】
　図３Ｂ（ｃ）に示す夏の昼の設定は、図３Ａ（ｃ）に示す床下断熱建物の夏の昼の設定
と基本的に同じだが、無くなった床下断熱材２ｃおよび床下断熱材面ガラリ１１ｃの代わ
りに床下給気口１０ｂを開放するか、もしくは機械式床下給気ファン１０ｃを弱く作動さ
せる。
【００８３】
　これにより、外気を一旦床下空間１５に導入し、地熱を利用して冷やした空気を煙突効
果や機械送風により室内空間１４に導入することで、自然エネルギーを有効に利用する。
【００８４】
　図３Ｂ（ｄ）に示す夏の夜の設定は、図３Ａ（ｄ）に示す床下断熱建物の夏の夜の設定
と基本的に同じだが、無くなった床下断熱材２ｃおよび床下断熱材面ガラリ１１ｃの代わ
りに、床下給気口１０ｂを開放するか、もしくは機械式床下給気ファン１０ｃを弱く作動
させ、外気を一旦床下空間１５に導入し、地熱を利用して冷やした空気を室内空間に導入
するとともに、室内排気ファン１０ａを作動させ室内を陰圧にすることで、放射冷却によ
り冷えた屋根下通気層５の空気を室内に導入する。
【００８５】
　この際、放射冷却により冷えた屋根下通気層５ａの空気をより多く利用するか、地熱を
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利用して冷やした床下空間１５の空気をより多く利用するかは、個々の建物の形状・立地
条件による温熱環境に依存するが、本発明の建物にでは、機械換気の送風量やガラリの開
閉具合を調整することで、最適の条件を得ることができる。
【００８６】
　第５実施例
　図４Ａは本発明の第５実施例を示す。
【００８７】
　図４Ａに示す本実施例の建物は、図１に示した棟付近通気路切替装置４および図２に示
す空気循環装置７を備えると共に、躯体内通気層１３を備えた床下断熱建物で、（ａ）は
冬の昼、（ｂ）は冬の夜、（ｃ）は夏の昼、（ｄ）は夏の夜での使用方法を示す。
【００８８】
　図４Ａにおいて、本実施例の床下断熱建物は図３Ａと同様の躯体内通気層１３を有し、
図２に示した空気循環装置７を構成する空気循環筒７ｂが床下断熱材２ｃを貫通して床下
空間１５内に達すると共に、頂部通気口８ａを貫通して躯体内通気層１３の棟側の最頂部
に達する縦方向に配置されている。
【００８９】
　本実施例ではこの空気循環筒７ｂの周壁に床下躯体内通気層通気層１３ｃに繋がる通気
口７ｅを形成し、また空気循環筒７ｂ内には、前記通気口７ｅの下方に床下空間１５と空
気循環装置７の繋がりを遮断できる下部開閉弁７ｆを取り付けている。
【００９０】
　また、躯体内通気層１３の最頂部には、頂部通気口８ａを含む最頂通気層部８ｄが閉鎖
部材８ｃにより仕切られて形成され、躯体内通気層１３において最頂通気層部８ｄが躯体
内通気層１３の他の通気層部と仕切られた構造として存在している。なお、この最頂通気
層部８dと屋根下通気層５ａとは繋がっている。以上が本実施例の特徴的な構成で、他の
構成は図３Ａに示す床下断熱建物と同様である。
【００９１】
　上記した本実施例の建物の使用方法を図３Ａ（ａ）に示す冬の昼、（ｂ）に示す冬の夜
、（ｃ）に示す夏の昼、（ｄ）に示す夏の夜についてそれぞれ以下に説明する。
【００９２】
　図４Ａ（ａ）に示す冬の日中において、屋根面に照射される太陽エネルギーを利用した
い場合は空気循環装置７の頂部開閉弁７ｄを開き、下部開閉弁７ｆを閉じ、室内通気口７
ｃおよび床下躯体内通気層１３ｃにつながる通気口７ｅを開いた状態で、送風ファン７ａ
を上から下の順方向で作動させる。
【００９３】
　この空気循環装置７の動作により、太陽エネルギーで暖められた屋根下通気層５ａ内の
暖気を床下躯体内通気層１３ｃに放出し、躯体内通気層１３のその他の部分を経て室内空
間１４にガラリ１１ａおよび１１ｂなどから導入する。この際、床下断熱材面ガラリ１１
ｃは閉じておく。
【００９４】
　この設定で空気循環装置７を作動することにより、空気循環装置７の室内通気口７ｃよ
り取込まれた建物の高い位置に集まった暖気も同時に床下に運ばれるため、建物内部の温
度差が解消される利点もある。
【００９５】
　また、空気循環装置７の頂部開閉弁７ｄと室内通気口７ｃの開き具合は、屋根下通気層
５ａと室内空間１４の上部にたまった暖かい空気のどちらをどれだけ床下に移動させたい
かによって、また建物の形状・立地条件などを顧慮して適切に調整するものとする。
【００９６】
　本実施例による建物は、空気循環装置７を作動さることにより、より効率的に屋根下通
気層５ａ内の暖気を建物の下部に運ぶことができるため、空気循環装置７を持たず、躯体
内通気層１３のみで空気を循環させる図３に示すタイプの建物よりも自然エネルギー利用
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上有利である。
【００９７】
　図４Ａ（ｂ）に示す冬の夜においては、空気循環装置７の頂部開閉弁７ｄおよび下部開
閉弁７ｆを閉じ、空気循環装置７の室内通気口７ｃおよび床下躯体内通気層１３cに繋が
る通気口７ｅを開いた状態として送風ファン７ａを上から下の順方向で作動させる。
【００９８】
　これにより、室内空間１４の高い位置に集まった暖気を床下に運ぶことになり、建物内
部の温度差を解消しつつ、屋根面の放射冷却により冷やされた屋根下通気層５ａの冷気を
取込むのを回避する。
【００９９】
　また本実施例では、図３Ａ（ｂ）に示す冬の夜と同様に、室内排気ファン１０ａを作動
せることで陰圧となった室内空間１４に対し、床下給気口１０ｂ、床面ガラリ１１ｂおよ
び床下断熱材面ガラリ１１ｃを開放することで、地熱により暖められた比較的暖かい床下
の空気を室内空間１４に導入することができる。
【０１００】
　なお、機械式床下給気ファン１０ｃを備えた建物の場合、これを作動させることで、室
内排気ファン１０ａを補助することも可能である。本実施例の建物は、空気循環装置７の
頂部開閉弁７ｄを閉じることで、放射冷却により冷やされた屋根下通気層５ａからの外気
を空気循環装置７を介して室内空間１４内に取り込むのを完全に避けることができる。こ
のため、空気循環装置７を持たず、躯体内通気層１３のみで空気を循環させる図３に示す
タイプの建物よりも自然エネルギー利用上有利である。
【０１０１】
　図４Ａ（ｃ）に示す夏の昼においては、空気循環装置７の頂部開閉弁７ｄを閉じ、下部
開閉弁７ｆを開き、室内通気口７ｃを開き床下躯体内通気層１３ｃに繋がる通気口７ｅを
閉じた状態で、送風ファン７ａを下から上へと逆方向で作動させる。
【０１０２】
　これにより、外気より冷たい床下空間１５の空気を空気循環装置７の室内通気口７ｃか
ら室内空間１４の高い位置に放出し、室内空間１４を冷却すると共に、頂部通気口８ａ、
壁面ガラリ１１ａおよび床面ガラリ１１ｂを開放することで床下から棟通気口５ｃに繋が
る通気層を形成し、煙突効果による床下の冷たい空気の室内へ導入する。
【０１０３】
　また、煙突効果により十分な換気が期待できる建物においては、排気ファン１０ａは、
微弱ではあるがエネルギー資源の無駄遣いを減じるため、弱運転もしくは停止してもよい
。
【０１０４】
　本実施例の建物は、冷たく重たい床下の空気を建物の内部空間の上部に運ぶことができ
る空気循環装置７を備えているため、空気循環装置７を持たず、躯体内通気層１３のみで
空気を循環させる図３に示すタイプの建物よりも自然エネルギー利用上有利である。
【０１０５】
　図４Ａ（ｄ）に示す夏の夜においては、空気循環装置７の頂部開閉弁７ｄを閉じ、下部
開閉弁７ｆを開き、室内通気口７ｃを開き、床下躯体内通気層１３ｃに繋がる通気口７ｅ
を閉じた状態で、送風ファン７ａを下から上へと逆方向で作動させる。
【０１０６】
　これにより、外気より冷たい床下空間１５の空気を空気循環装置７の室内通気口７ｃか
ら室内空間１４の高い位置に放出し、室内空間１４を冷却する。
【０１０７】
　この際、頂部通気口８ａを開き（夏季では開いている）、床面ガラリ１１ｂを半閉じあ
るいは閉じた状態とし、排気ファン１０ａを作動させることで、外気より冷たい床下空間
１５および、屋根面の放射冷却により冷やされた屋根下通気層５ａの空気を室内空間１４
にそれぞれ頂部通気口８ａおよび床面ガラリ１１ｂと床下断熱材面ガラリ１１ｃを通して
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導入する。なお、放射冷却により冷えた屋根下通気層５ａの空気をより多く利用するか、
地熱を利用して冷やした床下の空気をより多く利用するかは、個々の建物の形状・立地条
件による温熱環境に依存するが、本実施例の建物では、機械換気の送風量やガラリの開閉
具合を調整することで、最適の条件を得ることができる。
【０１０８】
　第６実施例
　図４Ｂは本発明の第６実施例を示す。
【０１０９】
　図４Ｂに示す本実施例の建物は、図１に示した棟付近通気路切替装置４および図２に示
す空気循環装置７を備えると共に、躯体内通気層１３を備えた基礎断熱建物で、（ａ）は
冬の昼、（ｂ）は冬の夜、（ｃ）は夏の昼、（ｄ）は夏の夜での使用方法を示す。本実施
例において、この空気循環装置７は、図２に示す通りの構成で、下部開閉弁７ｆおよび床
下躯体内通気層１３ｃに繋がる通気口７ｅは設けられていない。
【０１１０】
　図４Ｂにおいて、本実施例の基礎断熱建物は図３Ｂと同様の躯体内通気層１３を有し、
図２に示した空気循環装置７を構成する空気循環筒７ｂが床９ｃを貫通して床下空間１５
内に達すると共に、頂部通気口８ａを貫通して躯体内通気層１３の棟側の最頂部に達する
縦方向に配置されている。
【０１１１】
　図４Ｂに示す本実施例の建物は、図３Ｂと同様の基礎断熱構造のため、床下断熱材２ｃ
および床下断熱材面ガラリ１１ｃが無く、外周垂直面断熱材２ａが基礎立ち上がり部分に
までおりて来ている。したがって、本実施例の建物は、図４Ａに示す床下断熱工法の建物
よりも構成がシンプルになる利点がある。また、冬の日中に床下に放出される暖気が断熱
材で囲まれた基礎コンクリートに蓄熱され、夜間に放出される利点、ならびに床下空間１
５が外気と遮断されているために床断熱工法の建物よりも冷たい床下空間１５の空気を夏
に利用できる利点がある。
【０１１２】
　さらに、本実施例の建物は、躯体内通気層１３の最頂部には、図４Ａの建物と同様に頂
部通気口８ａを含む最頂通気層部８ｄが閉鎖部材８ｃにより仕切られて形成され、躯体内
通気層１３において最頂通気層部８dが躯体内通気層１３の他の通気層部と仕切られた構
造となっている。なお、この最頂通気層部８ｄと屋根下通気層５ａとは繋がっている。以
上が本実施例の特徴的な構成で、他の構成は図３Ｂに示す基礎断熱建物と同様である。
【０１１３】
　上記した本実施例の建物の使用方法を図４Ｂ（ａ）に示す冬の昼、（ｂ）に示す冬の夜
、（ｃ）に示す夏の昼、（ｄ）に示す夏の夜についてそれぞれ以下に説明する。
【０１１４】
　図４Ｂ（ａ）に示す冬の日中において、屋根面に照射される太陽エネルギーを利用した
い場合は、空気循環装置７の頂部開閉弁７ｄと室内通気口７ｃを開いた状態で、送風ファ
ン７ａを上から下の順方向で作動させることで、太陽エネルギーで暖められた屋根下通気
層５ａ内の暖気を床下空間１５に放出し、床面ガラリ１１ｂから室内空間１４へ導入する
とともに、一部の熱を基礎コンクリート１２ａに蓄熱する。この際、床下給気口１０ｂあ
るいは機械式床下給気ファン１０ｃは閉じておき、暖気の外部への流出を防ぐ。
【０１１５】
　この設定では、空気循環装置７を作動することにより、空気循環装置７の室内通気口７
ｃより取込まれた建物の高い位置に集まった暖気も同時に床下に運ばれるため、建物内部
の温度差が解消される利点もある。また空気循環装置７の最下部より床下に放出される暖
気は、一部床下の土間コンクリートやベタ基礎スラブコンクリートに蓄熱され、夜間に放
出されることで、室内を暖める作用がある。
【０１１６】
　さらに本実施例の建物は、空気循環装置７を作動さることにより、より効率的に屋根下
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通気層５ａ内の軽い暖気を建物の下部に運ぶことができるため、対応する空気循環装置７
を持たない躯体内通気層１３のみを空気が循環する図３Ｂに示す建物よりも自然エネルギ
ー利用上有利である。
【０１１７】
　図４Ｂ（ｂ）に示す冬の夜においては、空気循環装置７の頂部開閉弁７ｄを閉じ、空気
循環装置７の室内通気口７ｃ開いた状態で、送風ファン７ａを上から下の順方向で作動さ
せて室内空間１４の高い位置に集まった暖気を床下に運ぶことにより、建物内部の温度差
を解消しつつ、屋根面の放射冷却により冷やされた屋根下通気層５ａの冷気を取込むのを
回避する。また、図３Ｂ（ｂ）に示す冬の夜と同様に、室内排気ファン１０ａを作動せる
ことで陰圧となった室内空間に対し、床面ガラリ１１ｂを開放し床下から室内への空気の
取込みを確保することで、比較的暖かい床下の空気を室内空間１４に床面ガラリ１１ｂを
通して導入することができる。
【０１１８】
　なお、機械式床下給気ファン１０ｃを備えた建物の場合、これを作動させることで、室
内排気ファン１０ａを補助することも可能である。
【０１１９】
　本実施例の建物は、空気循環装置７に附随する頂部開閉弁７ｄを遮断することにより、
放射冷却により冷える屋根下通気層５ａからの外気の取込を完全に避けることができるの
で、空気循環装置７を持たない躯体内通気層１３のみを空気が循環する図３Ａおよび図３
Ｂに示す実施例の建物よりも自然エネルギー利用上有利である。
【０１２０】
　図４Ｂ（ｃ）に示す夏の昼においては、空気循環装置７の頂部開閉弁７ｄを閉じ、空気
循環装置７の室内通気口７ｃを開いた状態で、送風ファン７ａを下から上への逆方向で作
動させる。
【０１２１】
　これにより、外気より冷たい床下空間１５の空気を空気循環装置７により室内空間１４
の高い位置に放出し室内空間１４を冷却する。
【０１２２】
　また、頂部通気口８ａ、壁面ガラリ１１ａおよび床面ガラリ１１ｂを開放することで床
下から棟通気口５ｃに繋がる通気層を形成し、煙突効果により床下の冷たい空気を室内へ
導入する。
【０１２３】
　さらに、煙突効果により十分な換気が期待できる建物においては、排気ファン１０ａは
、微弱ではあるがエネルギー資源の無駄遣いを減じるため、弱運転もしくは停止してもよ
い。
【０１２４】
　本実施例の建物は、冷たく重たい床下の空気を建物の内部空間の上部に運ぶことができ
る空気循環装置７を備えているため、空気循環装置７を持たない対応する図３Ｂ（ｃ）に
示す建物よりも自然エネルギー利用上有利である。
【０１２５】
　図４Ｂ（ｄ）に示す夏の夜においては、空気循環装置７の頂部開閉弁７ｄを閉じ、空気
循環装置７の室内通気口７ｃを開いた状態で、送風ファン７ａを下から上への逆方向で作
動させる。
【０１２６】
　これにより、外気より冷たい床下空間１５の空気を空気循環装置７より室内空間１４の
高い位置に放出し室内空間１４を冷却する。
【０１２７】
　また、頂部通気口８ａを開き、床面ガラリ１１ｂを開いた状態で、排気ファン１０ａを
作動させることで、外気より冷たい床下空間１５および、屋根面の放射冷却により冷やさ
れた屋根下通気層５ａの空気を室内空間１４にそれぞれ頂部通気口８ａおよび床面ガラリ
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１１ｂを通して導入する。
【０１２８】
　なお、放射冷却により冷えた屋根下通気層５ａの空気をより多く利用するか、地熱を利
用して冷やした床下の空気をより多く利用するかは、個々の建物の形状・立地条件による
温熱環境に依存するが、本発明の建物では、機械換気の送風量やガラリの開閉具合を調整
することで、最適の条件を得ることができる。
【０１２９】
第１参考例
　図５Ａは本発明の第１参考例を示す。
【０１３０】
　図３および図４に示す実施例では、構造体１２ｂの室内側に躯体内通気層１３を形成す
るように内壁を設けていたが、本参考例では、柱・梁などの構造体１２ｂを顕わにした床
下断熱建物となっている。
【０１３１】
　本参考例の床下断熱建物の基本的構成は、例えば図４Ａに示す構造材を隠す形で施工さ
れた内壁（いわゆる大壁）９ａ、天井もしくは勾配天井９ｂおよび壁面ガラリ１１ａ等が
なく、頂部通気口８ａの南北方向の両端が屋根下勾配面に接触して設置されていることの
他は、図４Ａに示された大壁工法による床下断熱建物の構成と同様である。
【０１３２】
　また，自然エネルギー利用および建物内部の換気・通気に関する設定も、図４Ａ（ａ）
-４Ａ（ｄ）に示された大壁工法の建物と同一である。
【０１３３】
　しかし、本参考例では構造材を隠す形で施工された内壁（いわゆる大壁）９ａ、天井も
しくは勾配天井９ｂおよび壁面ガラリ１１ａ等が無いため、構造材が露出し、結露の心配
がなくなることがから、住宅の長寿命化がより期待できるものとなっている。
【０１３４】
第２参考例
図５Ｂは本発明の第２参考例を示す。
【０１３５】
　本参考例の建物は、柱・梁などの構造体１２ｂを顕わにした基礎断熱建物である。
【０１３６】
　本参考例の基礎断熱建物は、その基本的構成は、構造材１２ｂを隠す形で施工された内
壁（いわゆる大壁）９ａ、天井もしくは勾配天井９ｂおよび壁面ガラリ１１ａ等がなく、
頂部通気口８ａの南北方向の両端が屋根下勾配面に接触して設置されていることの他は、
図４Ｂに示した大壁工法による床下断熱建物の構成と同様である。
【０１３７】
　また、自然エネルギー利用および建物内部の換気・通気に関する設定も、図４Ｂ（ａ）
-４Ｂ（ｄ）に示した大壁工法の建物と同一である。
【０１３８】
　しかし本参考例では、構造材１２ｂを隠す形で施工された内壁（いわゆる大壁）９ａ、
天井もしくは勾配天井９ｂおよび壁面ガラリ１１ａ等が無いため、構造材１２ｂが露出し
、結露の心配がなくなることがから、住宅の長寿命化がより期待できるものとなっている
。
【０１３９】
　また、本参考例の建物は基礎断熱工法のため、対応する図５Ａに示した建物よりも地熱
を夏も冬も有効利用できる点で優れている。
【０１４０】
第３参考例
　図６Ａは本発明の第３参考例を示す。
【０１４１】
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　本参考例の建物は、基礎断熱構造の建物で、柱・梁などの構造体を顕わにした建物の実
施例である。
【０１４２】
　本参考例の建物の基本的構成は、屋根下勾配面断熱材を設置する場合において次世代省
エネ基準を満たす断熱材の厚み（住宅金融公庫次世代省エネ基準では、同基準で定める地
域ＩＩ－Ｖにおいて、高性能の断熱材を用いても９０mm必要とされる）の半分程度の厚み
に相当する断熱材を屋根下勾配面と最上階の天井面に分けて設置していること、および頂
部通気口８ａを天井に設置された断熱面に室内空間１４と小屋裏空間１６を繋ぐように設
置したこと以外は、図５Ｂに示した基礎断熱構造で、かつ柱・梁などの構造体１２ｂを顕
わにした建物であって、建物の軒より上部に於いては屋根下勾配面のみに屋根下断熱材２
ｂを設置した建物と同じ構成となっている。（なお、切褄など屋根の形状によっては、建
物の軒より上部にある小屋裏外周部の垂直面などにも断熱材が施工されている。）
また、自然エネルギー利用および建物内部の換気・通気に関する設定も、図５Ｂ（ａ）-
５Ｂ（ｄ）に示す場合と同様である。
【０１４３】
　さらに、本参考例では構造材１２ｂを隠す形で施工された内壁（いわゆる大壁）９ａ、
天井もしくは勾配天井９ｂおよび壁面ガラリ１１ａ等が無いため、構造材１２ｂが露出し
、結露の心配がなくなることから、住宅の長寿命化がより期待できるものとなっている。
【０１４４】
　また、屋根下勾配面と最上階天井部分に屋根下断熱材２ｂ、天井断熱材２ｄがそれぞれ
設置されており、これらの断熱材２ａ、２ｄで囲まれた小屋裏空間１６の空気をさらなる
断熱層として利用できるため、より一層の断熱効果が期待できる。
【０１４５】
　本参考例が前述の各実施例よりも最も自然エネルギーを効率的に利用し、かつ建物の長
寿命化を図れるものとなっている。この構造の場合、図には示されていないが、屋根下通
気層５ａに形成された暖気をより効率的に床下空間１５に導くために、空気流通装置７の
上部と棟付近通気路切替装置４をダクトを介して連結するのも良い。
【０１４６】
第７実施例
　図６Ｂは本発明の第７実施例を示す。
【０１４７】
　本実施例の建物は、基礎断熱構造でかつ大壁工法を採用して躯体内通気層１３を持つも
のである。
【０１４８】
　本実施例による建物の基本的構成は、構造材１２ａを隠す形で施工された内壁（いわゆ
る大壁）９ａおよび壁面ガラリ１１ａ等と、これらによって形成される躯体内通気層１３
があることの他は、図６Ａに示した柱・梁などの構造体を顕わにした基礎断熱構造の建物
で、かつ屋根下勾配面および最上階の天井面に設置した頂部通気口８ａを室内空間１４と
小屋裏空間１６を繋ぐように設置したものと同じである。
【０１４９】
　また、自然エネルギー利用および建物内部の換気・通気に関する設定も、図６Ａ（ａ）
- ６Ａ（ｄ）に示された建物と同様である。
【０１５０】
　しかし、構造材１２ａを隠す形で施工された内壁（いわゆる大壁）９ａ、天井もしくは
勾配天井９ｂおよび壁面ガラリ１１ａ等があるため、構造材１２ａが露出とならないこと
から、躯体内の通気性は確保されているが、図６Ａに示す建物に比べて若干の結露が発生
する心配がある。
【０１５１】
　しかしながら、本実施例の建物は、図６Ａ（ａ）-６Ａ（ｄ）に示した建物と同様に最
も自然エネルギーを効率的に利用でき、かつ大壁工法であることから、構造材に見た目の
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美しいものを使う必要がなくなることから、建築費の抑制が期待されるものとなっている
。
【０１５２】
　また、この構造の場合においても、図には示していないが、屋根下通気層５ａに形成さ
れた暖気をより効率的に床下空間１５に導くために、空気循環装置７の上部と棟付近通気
路切替装置４をダクトを介して連結するのも良い。
【０１５３】
　以上の各実施例および参考例において、図６Ａおよび図６Ｂに示した基礎断熱構造の建
物構成を、それぞれ図５Ａおよび図４Ａに示した床断熱構造の建物の構成に適用しても良
い。
【０１５４】
　また、以上の各実施例および参考例に示す建物において、屋根材としては、例えば瓦・
スレート・金属鋼鈑・太陽光発電モジュールなどが、外壁材としては例えば、モルタル・
サイディング・金属鋼鈑などが、断熱材としては、基礎以外の部分には、発泡スチレンや
発泡フェノールなど発泡プラスチック系のものが、基礎立ち上がり部分には発泡プラスチ
ック系のものに加えて泡ガラス等が、内装材としては、石膏ボード系のものや木材などが
用いられる。
【図面の簡単な説明】
【０１５５】
【図１】本発明の第１実施例を示す棟付近通気路切替装置を示し、（ａ）は軒先と棟を結
ぶ線に直角な面の断面図、（ｂ）は（ａ）の棟付近通気路切替装置を軒側より見た図。
【図２】本発明の第２実施例を示す空気循環装置の該略図。
【図３Ａ】本発明の第３実施例を示す建物の概略図で、（ａ）～（ｄ）はそれぞれ冬の昼
・冬の夜・夏の昼・夏の夜に対応した使用状況を示す。
【図３Ｂ】本発明の第４実施例を示す建物の概略図で、（ａ）～（ｄ）はそれぞれ冬の昼
・冬の夜・夏の昼・夏の夜に対応した使用状況を示す。
【図４Ａ】本発明の第５実施例を示す建物の概略図で、（ａ）～（ｄ）はそれぞれ冬の昼
・冬の夜・夏の昼・夏の夜に対応した使用状況を示す。
【図４Ｂ】本発明の第６実施例を示す建物の概略図で、（ａ）～（ｄ）はそれぞれ冬の昼
・冬の夜・夏の昼・夏の夜に対応した使用状況を示す。
【図５Ａ】本発明の第１参考例を示す建物の概略図で、（ａ）～（ｄ）はそれぞれ冬の昼
・冬の夜・夏の昼・夏の夜に対応した使用状況を示す。
【図５Ｂ】本発明の第２参考例を示す建物の概略図で、（ａ）～（ｄ）はそれぞれ冬の昼
・冬の夜・夏の昼・夏の夜に対応した使用状況を示す。
【図６Ａ】本発明の第３参考例を示す建物の概略図で、（ａ）～（ｄ）はそれぞれ冬の昼
・冬の夜・夏の昼・夏の夜に対応した使用状況を示す。
【図６Ｂ】本発明の第７実施例を示す建物の概略図で、（ａ）～（ｄ）はそれぞれ冬の昼
・冬の夜・夏の昼・夏の夜に対応した使用状況を示す。
【符号の説明】
【０１５６】
　１ａ　一層目野地板
　１ｂ　二層目野地板
　２ａ　外周垂直面断熱材
　２ｂ　屋根下断熱材
　２ｃ　床下断熱材
　２ｄ　天井断熱材
　３　　屋根材
　４　　棟付近通気路切替装置
　４ａ　スライド弁
　４ｂ　スライド弁支持枠
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　４ｃ　流路
　５ａ　屋根下通気層
　５ｂ　軒先通気口
　５ｃ　棟通気口
　６a　一層目垂木
　６b　二層目垂木
　７　　空気循環装置
　７ａ　送風ファン
　７ｂ　空気循環筒
　７ｃ　室内通気口
　７ｄ　頂部開閉弁
　７ｅ　通気口
　７ｆ　下部開閉弁
　８ａ　頂部通気口
　８ｂ　逆止弁
　８ｃ　頂部閉鎖部材
　８d　最頂通気層部
　９ａ　内壁（大壁）
　９ｂ　天井もしくは勾配天井
　９ｃ　床
　１０ａ　排気ファン
　１０ｂ　床下給気口
　１０ｃ　機械式床下給気ファン
　１１ａ　壁面ガラリ
　１１ｂ　床面ガラリ
　１１ｃ　床下断熱材面ガラリ
　１１ｄ　天井面ガラリ
　１２ａ　布基礎もしくはベタ基礎
　１２ｂ　構造体
　１３　　躯体内通気層
　１３a   外周垂直面躯体内通気層
　１３b　 屋根下躯体内通気層
　１３c　 床下躯体内通気層
　１４　　室内空間
　１５　　床下空間
　１６　　小屋裏空間
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